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今
年
十
月
及
び
明
春
四
月
採
用
の
新

潟
県
男
子
警
察
官
（
大
学
卒
）
の
採
用

試
験
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
◎
採
用
予
定
人
員

　
　
　
せ
特
別
試
験
（
今
年

）
　
ら
　
　
十
月
採
用
）

卒　
　
　
口

　
　
　
矢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
約
二
十
名

学
お
試
験
（
明
春

大
の
四
月
採
用
）

（
験
　
　
約
三
＋
名

　
　
　
試
◎
受
付
期
間

官
用
育
二
＋
六
日
～

察
採
　
七
月
二
＋
四
日

警
　
◎
第
一
次
試
験

　
　
　
　
　
　
　
　
場
所

　
　
　
　
　
ヒ
月
、
二
十
日
（
日
）

特
別
試
験
受
験
者

　
　
　
　
　
　
新
潟
東
警
察
署

試
験
受
験
者

　
　
　
　
　
　
　
新
潟
中
央
警
察
署

◎
受
験
資
格
者

　
特
別
試
験
－
昭
和
25
年
10
月
2
日
か

　
ら
3
1
年
4
月
1
日
迄
に
生
れ
た
者
で

　
大
学
（
短
大
を
除
く
）
を
卒
業
し
た

　
人
、
又
は
昭
和
5
3
年
9
月
30
日
迄
に

　
卒
業
見
込
み
の
人
。

　
試
験
ー
昭
和
26
年
4
月
2
日
か
ら
3
2

　
年
4
月
1
日
迄
に
生
れ
た
者
で
、
大

　
学
（
短
大
を
除
く
）
を
卒
業
し
た
人

　
又
は
昭
和
54
年
3
月
3
1
日
迄
に
卒
業

　
見
込
み
の
人
。

　
詳
し
い
事
は
近
く
の
駐
在
所
、
又
は

レ
日
町
警
察
署
へ
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

と
整
備
だ
け
を
行
う
事
が
で
き
る
乙
種

と
が
あ
り
ま
す
。
今
年
度
の
試
験
は
両

種
と
も
八
月
卜
一
日
に
新
潟
、
h
越
、

長
岡
の
各
市
で
行
わ
れ
ま
す
。

受
験
願
書
の
受
付
期
間
は
七
月
四
日
か

ら
十
五
日
迄
と
な
っ
て
お
り
、
願
書
は

役
場
、
消
防
署
に
あ
り
ま
す
。

　
く
わ
し
い
内
容
等
に
つ
き
ま
し
て
は

役
場
、
又
は
直
接
、
県
消
防
防
災
課
（

電
話
〇
二
五
二
－
二
三
ー
五
五
一
一
の

内
線
三
〇
八
○
、
三
〇
八
一
、
又
は
三

一
二
三
）
へ
お
間
い
合
せ
下
さ
い
。

の
筆
で
洗
う

消
防
設
備
士

　
　
　
　
　
試
験
の
案
内

　
消
防
用
設
備
等
を
完
備
す
る
こ
と
に

ょ
っ
て
、
火
災
を
早
期
に
発
見
し
、
損

害
を
最
少
限
に
と
ど
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
消
防
設
備
士
制
度
が
昭
和
四
十

一
年
に
設
け
ら
れ
、
同
年
十
月
一
日
か

ら
消
防
設
備
士
の
資
格
が
な
い
と
、
消

防
用
設
備
等
の
工
事
や
整
備
が
で
き
な

い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
消
防
設
備
士
の
資
格
に
は
、
工

事
又
は
整
備
を
行
う
事
が
で
き
る
甲
種

◎
産
声

丸
山
美
幸

羽
鳥
有
香
里

中
島
　
　
泉

廣
田
量
子

山
田
真
弓

◎
高
砂

｛
新
郎
南
雲

新
婦
平
野

増
　
次

　
明
正
　
人

民
　
一

　
茂

政
雅
（
量
）

園
子
（
量
）

上
　
山

新
屋
敷

本
屋
敷
小
原

　
桂

本
屋
敷

川
西
町

｛
新
郎
桑
原
清
（
二
一
、
一
）

　
新
婦
　
山
本
　
栄
美
（
一
三
）

藩
弊
佐
醐
（
（
、
一
、
　

｛
翻
鎌
難
箋

瀟
旙
芳
塞
、
『
　

◎
昇
天

小
出

　
桂
上
　
山

入
広
瀬
荒
屋

静
岡
県
干
溝

田
　
沢

渡
辺
　
タ
イ
　
　
　
（
七
九
）
　
　
・
高
道
山

山
田
　
政
吉
　
　
　
（
八
四
）
　
　
清
田
山

齋
藤
　
音
松
　
　
　
（
九
〇
）
　
　
通
り
山

桑
原
　
茂
晴
　
　
　
（
蓋
）
　
　
東
田
尻

　
前
号
「
昇
天
」
欄
の
村
山
和
夫
（
五
一

）
の
部
落
「
東
田
尻
」
は
「
東
田
沢
」

の
誤
り
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま

す
。
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私たちの村
人　口 7，261（一7）

男 3，596（一7）

女 3，665（±0）

世帯数 1，667（一2）
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　水
　か
証急
A寸
おう

宝つ
一

　
　
　
　
昨
年
の
県
内
の
水
死
者
は
百
三
十
三

　
　
　
人
に
達
し
、
全
国
一
と
い
う
不
幸
な
記

　
　
　
録
を
つ
く
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
年
令
別
で
は
幼
児
が
一
番
多
く
一
．
一
十

　
　
　
八
人
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
同
年
代
の
交

　
　
　
通
事
故
に
よ
る
死
者
二
十
二
人
と
比
べ

　
　
　
る
と
．
・
ヒ
倍
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
幼
児
の
水
死
事
故
の
発
生
場
所
を
み

　
　
　
る
と
海
や
河
川
な
ど
よ
り
も
自
宅
近
く

　
　
　
の
庭
池
や
用
水
堀
、
溝
等
、
日
常
思
い

　
　
　
も
よ
ら
ぬ
場
所
で
多
く
お
き
て
お
り
、

　
　
　
時
間
別
に
み
る
と
、
大
人
の
忙
し
い
日

　
　
，
で
の
間
に
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
幸
い
に
今
年
に
人
っ
て
か
ら
は
、
私

　
　
　
達
の
ま
わ
り
で
い
た
ま
し
い
事
故
は
発

　
　
’
生
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
県
内
で
は
未
就

　
　
醐
で
に
作
年
よ
り
二
人
多
い
↑
四
人
と
な

　
　
ド
　
　
　
　
　
ぽ

　
　
　
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
幼
児
の
水
死
は
、
一
人
又
は
ヂ
供
同

　
　
　
志
の
危
険
な
水
遊
び
と
、
保
護
者
等
の

　
　
　
不
注
意
が
大
半
を
占
め
て
お
り
、
幼
児

　
　
　
に
と
っ
て
は
水
の
あ
る
場
所
す
べ
て
が

　
　
，
、
6
危
険
箇
所
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま

　
　
　
す
。
ヂ
供
達
は
、
単
に
教
え
た
り
注
意

　
　
　
す
る
だ
け
で
は
事
故
を
防
止
す
る
こ
と

　
　
　
は
む
ず
か
し
い
と
い
わ
れ
ま
す
。

　
　
　
目
と
行
動
で
し
っ
か
り
と
監
視
し
、
家

　
　
　
庭
ぐ
る
み
、
地
域
ぐ
る
み
で
「
社
会
の

　
　
幽
宝
」
ヂ
供
達
を
水
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
い

　
瀞
　
学
児
の
水
死
者
は
丘
月
卜
目
現
在
、
す

　
モ

　
　
ぜ
　
ル

　
鞭
中
の
晴
帯
の
護
蒔
か
ら
轟
ま

　
マ

　
　
ド
か

．
、
鰻

　
碍
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渓
流
魚
の
ふ
化
場
完
成

　
　
ー
美
し
い
川
の
復
活
を
願
っ
て
ー

F
溝
地
内
の
清
津
橋
近
く
に
こ
の
ほ
ど

完
成
し
た
。

　
二
千
平
方
メ
：
ト
ル
の
敷
地
内
に
は

ト
．
．
↓
槽
の
ふ
化
槽
、
撰
別
槽
を
も
つ
建

物
を
は
じ
め
九
面
の
養
成
池
が
設
け
ら

れ
て
お
り
、
養
成
池
で
は
ニ
ジ
マ
ス
や

ハ
ヤ
、
ア
ユ
の
稚
魚
な
ど
が
銀
鱗
を
み

せ
な
が
ら
む
よ
ダ
ま
わ
っ
て
い
る
。

r
順
．　

　
　
　
　
　
窺

　
つ
り
人
の
増
加
や
砂
防
ダ
ム
な
ど
の

建
設
に
よ
る
河
川
の
変
ぼ
う
、
、
吏
に
は

水
質
汚
染
な
ど
で
少
な
く
な
っ
た
と
い

わ
れ
る
潰
流
魚
を
辞
の
よ
う
に
殖
や
し

な
が
ら
「
捕
る
漁
裳
か
ら
養
て
る
漁
魚

」
を
す
す
め
る
と
と
も
に
魚
の
す
め
る

寒
し
い
自
然
の
河
川
を
守
っ
て
ゆ
こ
う

と
い
う
の
が
設
セ
の
ね
ら
い
凶

流
魚
の
ふ
化
、
養
成
を
す
す
め
る
が
、

近
い
将
来
に
は
イ
ワ
ナ
五
万
尾
、
ヤ
マ

メ
三
万
尾
、
ハ
ヤ
十
五
万
尾
な
ど
を
主

産
放
流
す
る
計
画
で
あ
る
。

　
一
方
、
今
年
か
ら
サ
ケ
、
マ
ス
の
ふ

化
に
つ
い
て
も
試
験
的
に
行
い
、
い
ず

れ
は
こ
ち
ら
に
重
点
を
お
い
て
ゆ
き
た

い
考
え
で
い
る
が
、
こ
れ
等
の
川
魚
が

住
み
つ
き
易
い
美
し
い
川
を
守
っ
て
ゆ

く
に
は
地
域
の
人
々
の
協
力
が
欠
か
せ

な
い
事
は
た
し
か
で
あ
る
。

第
二
十
四
回

　
郡
市
社
会
教
育

　
　
　
　
　
　
大
会
終
る

　
去
る
六
月
卜
八
日
、
郡
市
社
会
教
育

振
興
会
セ
催
に
よ
る
第
二
卜
四
回
郡
市

社
会
教
育
大
会
が
川
西
町
総
合
セ
ン
タ

ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
郡
市
内
の
婦
人
会
員
を
は
じ

め
老
人
ク
ラ
ブ
の
人
達
な
ど
の
各
年
令

層
か
ら
約
．
．
．
．
白
名
が
参
加
、
ヘ
ノ
叫
の
h

題
で
あ
る
「
生
活
の
簡
薫
化
、
角
理
駕

を，

ど
う
超
え
だ
箏
環
，
い
か
」
、
と
く
に

冠
婚
葬
祭
や
交
際
の
あ
り
方
に
つ
い
て

活
発
な
話
し
含
い
が
展
開
さ
れ
た
。

　
瓦
時
半
か
ら
始
ま
っ
た
開
会
式
に
つ

い
で
筆
前
中
は
各
市
町
村
か
ら
選
ば
れ

た
六
名
の
人
達
に
よ
る
シ
ン
ボ
ジ
ュ
ウ

ム
が
行
な
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体
験
や
考

．
え
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
が
、
　
「
物
質

的
な
豊
か
さ
よ
り
も
心
の
豊
か
さ
を
」

と
い
う
意
見
や
「
個
入
の
気
持
ち
を
尊

重
し
て
」
　
「
．
生
に
．
度
の
結
婚
式
だ

か
ら
華
や
か
に
し
て
や
り
た
い
」
　
「
親

や
親
戚
の
反
対
に
合
っ
て
…
…
」
等
々

賛
否
両
論
で
、
年
令
や
性
別
、
家
庭
内

で
の
凱
場
、
更
に
は
地
域
の
特
質
な
ど

が
か
ら
み
あ
っ
た
こ
の
問
題
の
複
雑
な

、
面
を
の
ぞ
か
せ
て
い
た
。

　
午
後
か
ら
は
県
婦
人
連
盟
常
任
理
事

の
藤
田
シ
ヅ
エ
さ
ん
の
「
宅
活
簡
素
化

に
思
う
こ
と
」
と
題
し
た
溝
演
を
聞
い

て
口
程
を
終
『
し
ま
し
た
。

7
月
1
6
日
（
日
）

i
今
年
の
成
人
式
ー

　
ヘ
ノ
年
の
成
入
式
が
ヒ
月
卜
六
日
へ
日

）
総
へ
・
セ
ン
タ
；
で
行
わ
れ
ま
す
。

へ
・
年
の
対
象
者
は
昭
和
、
．
．
卜
、
、
年
四
月

．
．
日
か
ら
．
．
一
ト
．
、
、
年
周
月
．
日
ま
で
に

生
れ
た
方
で
、
す
で
に
各
部
落
の
行
政

嘱
託
員
さ
ん
に
依
頼
し
て
出
、
欠
の
希

望
を
と
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
万
．
名
簿
の
記
載
も
れ
等
が

あ
っ
た
場
へ
・
は
当
日
お
い
で
い
た
だ
い

て
も
出
席
で
き
ま
す
の
で
、
多
く
の
方

々
が
出
席
さ
れ
ま
す
よ
う
希
望
い
た
し

ま
す
。
当
日
は
筆
前
八
時
．
、
一
卜
分
よ
り

受
け
付
け
、
九
・
時
一
二
卜
分
開
会
と
な
り

ま
す
。
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籠

球
部
優
勝

　
　
ー
青
年
大
会
郡
予
選

　
去
る
六
月
十
一
日
、
郡
内
各
町
村
を

会
場
に
開
催
さ
れ
た
青
年
大
会
に
、
中

駐
村
は
五
チ
ー
ム
が
参
加
。

各
種
目
と
も
日
頃
の
練
習
ぶ
り
を
発
揮

し
、
健
闘
い
た
し
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

　
◎
籠
球

①
中
里
村
②
津
南
町
③
川
西
町

　
◎
野
　
球

①
川
西
町
　
の
中
里
．
蕎

村
③
津
南
町

　
◎
剣
道

わ
q
極
げ
　
の
轄
飼
繍
、
欝

’
｛
＼
」
　
　
ー
腿
ド
　
　
　
　
ー
冥
『
‘
　
‘

1
　
　
1
）
　
薯
ー
・
．
L
ソ

田
　
β
噌
辱
拳

　
◎
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　
　
　
勇
子
）

D
、
口
斯
ザ
　
の
牲
街

ド
k
、
－
　
匹
μ
　
　
　
、
k
J
で
ー

町
③
中
里
村

　
◎
バ
ト
ミ
ン
ト
ン

D、
牲
飼
町
　
’
の
・
P
里

〆
k
　
．
・
｛
　
　
ー
i
　
　
　
　
　
、
k
　
『

村　
優
勝
し
た
籠
球
チ
ー
ム
は
、
ヒ
月
九

日
に
栃
尾
市
で
開
催
さ
れ
る
中
越
大
会

に
出
場
い
た
し
ま
す
が
、
こ
の
大
会
で

も
勝
ち
進
み
県
大
会
、
更
に
は
全
国
大

会
に
ま
で
も
出
場
で
き
る
よ
う
、
そ
の

健
闘
に
期
待
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

湖

る
た
め
に
特
例
納
付
が
五
モ
三
年
七
月

、
日
か
ら
五
卜
五
年
六
月
三
卜
日
迄
の

二
年
間
に
限
ら
れ
て
、
実
施
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
を
納
入
さ
れ
る
方
は
、
納
人
計

画
を
き
ち
ん
と
た
て
て
納
人
す
る
よ
う

に
心
が
け
て
ド
さ
い
。
ま
た
特
例
納
付

の
保
険
料
は
．
ヶ
月
四
壬
円
で
す
。

こ
の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
の
幽
来
る

人
は
、
明
治
四
卜
四
年
四
月
．
．
日
以
降

に
生
れ
た
強
制
加
人
者
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
の
機
会
に
も
う
、
度
ご
自
分

の
納
入
状
況
を
確
認
し
て
、
将
来
年
金

の
も
ら
え
な
い
こ
と
の
な
い
よ
う
に
御

注
意
ド
さ
い
。
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し

た
ら
お
近
く
の
国
民
年
金
委
員
ま
た
は

役
場
の
国
民
年
翁
の
係
ま
で
御
連
絡
ド

さ
い
e

農
業
委
員
会
を
見
直
そ
う

七
月
十
四
日
翁
に
農
業
委
員
会
委
員
統

一
選
挙
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
農
業
委
員
会
は
昭
和
二
六
年
農

地
委
員
会
、
農
業
調
整
委
員
会
、
そ
れ

に
農
業
改
良
委
員
会
の
三
委
員
会
が
統

合
し
て
生
ま
れ
た
も
の
で
す
。
む
ず
か

し
く
言
え
ば
「
村
に
置
か
れ
る
行
政
委

員
会
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
こ
の
点

で
は
、
村
に
お
か
れ
て
い
る
教
育
委
員

会
や
選
挙
管
理
委
員
会
と
同
じ
だ
と
言

え
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
と
根
本
的

に
違
う
と
こ
ろ
は
あ
と
の
．
づ
の
委
員

会
が
村
長
の
任
命
す
る
委
員
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
農
業
委
員

会
の
委
員
は
、
農
業
者
が
直
接
選
挙
に

特
別
納
付
は
7
月
1
日
か
ら

　
　
　
無
年
金
者
に
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
！

高
齢
化
社
会
を
迎
え
て
老
後
に
於
け
る

年
金
の
果
す
役
割
は
、
益
々
友
き
く
な

っ
て
お
り
ま
す
。
国
民
年
金
は
、
自
営

裳
や
自
由
業
サ
ー
ピ
ス
業
に
携
わ
っ
て

い
る
入
と
そ
の
家
族
を
対
象
と
し
た
年

翁
制
度
で
す
。
六
ト
ヂ
ま
で
納
め
て
も

撫、
礁

戴￥

表
納
期
間
が
あ
る
た
め
に
決
め
ら
れ
た

資
格
期
間
を
満
ず
こ
と
が
出
来
ず
、
老

齢
〃
甲
金
を
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
人
へ

こ
れ
ら
の
方
を
無
年
翁
昔
と
い
う
ヤ
が

へL司

に
百
厚
へ
い
る
と
い
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
無
年
翁
者
を
救
済
よ

榊榊榊ぐ一，◆』◆一

　
「
ア
ニ
マ
ル
ズ
」
は
野
球
好
き
な
仲

間
の
集
り
で
す
。
部
員
は
．
一
レ
名
。

．
．
、
、
、
、
の
年
輩
者
を
除
い
た
．
平
均
年
令

は
．
、
卜
六
才
。
チ
ー
ム
を
結
成
し
て
以

来
メ
ン
バ
ー
の
人
れ
か
わ
り
は
あ
っ
た

も
の
の
、
間
も
な
く
ト
周
年
を
迎
え
よ

う
と
す
る
伝
統
あ
る
チ
ー
ム
で
す
。

　
活
動
の
場
は
k
と
し
て
レ
日
町
の
リ

ー
グ
戦
。
参
加
八
卜
数
チ
ー
ム
の
中
で

常
に
ヒ
位
ニ
レ
チ
ー
ム
の
中
に
名
を
連

ね
、
優
勝
、
準
優
勝
の
経
験
も
数
回
。

　
ス
ピ
ー
ド
、
力
強
さ
、
確
実
さ
を
備

え
た
、
よ
り
高
度
な
野
球
を
め
ざ
し
て

練
習
を
か
さ
ね
て
い
ま
す
。

野
球
に
興
昧
の
あ
る
君
を
待
っ
て
い
ま

す
。
是
非
、
度
、
夕
方
、
田
沢
中
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
並
ち
寄
っ
て
み
て
ド
さ
い
。

よ
っ
て
選
ぶ
（
公
選
制
）
と
い
う
点
で

す
。
　
ま
た
運
営
の
面
で
も
農
業
者
の

組
織
と
し
て
、
農
業
者
が
自
主
的
に
運

営
す
る
と
い
う
建
前
か
ら
、
村
長
か
ら

独
立
し
た
権
限
を
も
ち
、
そ
の
指
揮
監

督
は
受
け
な
い
形
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
点
か
ら
農
業
委
員
会
の
性
格

を
一
言
で
言
え
ば
“
農
業
者
の
農
業
者

に
よ
る
、
農
業
者
の
た
め
の
組
織
”
だ

と
言
え
ま
す
。
つ
ま
り
農
地
や
農
政
問

題
な
ど
農
業
者
の
直
面
し
て
い
る
問
題

を
、
農
業
者
の
代
表
の
手
に
よ
っ
て
、

農
業
者
の
立
場
に
立
っ
て
改
善
、
解
決

す
る
た
め
の
機
関
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
へ
・
回
の
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

は
、
戦
後
農
業
委
員
会
が
発
足
し
て
か

ら
ト
回
目
の
選
挙
で
あ
り
、
外
圧
と
水

旧
利
用
再
編
対
策
な
ど
困
難
な
農
業
情

勢
の
も
と
で
、
農
業
者
が
三
年
に
一
度

迎
え
る
統
一
選
挙
と
し
て
、
そ
の
意
義

は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
　
「
我
が
村
の

農
業
委
員
会
活
動
の
現
状
は
ど
う
か
」

　「こ

れ
で
よ
い
の
だ
ろ
う
か
」
　
「
農
業

委
員
会
活
動
は
こ
う
あ
る
べ
き
で
は
な

い
か
」
こ
れ
ら
の
こ
と
を
農
業
者
同
士

で
大
い
に
論
議
し
あ
い
、
向
こ
う
三
年

問
農
業
者
自
ら
の
代
表
と
し
て
、
農
業

委
員
会
活
動
を
た
く
す
人
を
選
ぶ
一
、
．
年

に
、
度
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。


